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４Ｈクラブ全道大会出場報告

農業青年で活動している訓子府町 4 Ｈクラブ（武藤謙太朗

会長、会員 23 人）が昨年 12 月 10 日に北見市で開かれたオ

ホーツクアグリフォーラム 2025 青年農業者大会で緑肥に関

するプロジェクト発表（地域活動部門）で優秀賞、アグリメッ

セージ部門で最優秀賞を受賞し、アグリメッセージ部門で 1

月 29 日に札幌市で開かれた全道大会へ出場しました。

2 月 2 日に武藤会長と発表者の井関啓太さんが役場を訪

れ、伊田町長に「自分の体験や農業への思いを発表すること

ができ、貴重な経験となりました」と感想を述べました。

訓子府町酪農研究部会

全国大会出場へ

訓子府町酪農研究部会（毛房智幸会長、会員 23 人）

に所属する南祐司さんが 1 月 29 日に札幌市で開かれ

た北海道青年農業者会議にてプロジェクト発表（畜産

経営部門）で最優秀賞を受賞し、全国大会へ出場が決

まりました。

2 月 2 日に役場を訪れた南さんは伊田町長に「訓子

府町の取り組みを紹介し、全国に PR してきます」と

抱負を述べました。全国大会は 3 月 5 日に東京都で開

かれます。
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訓小と居小で一日入学

新 1 年生を対象にした一日入学が 2 月 6

日に訓子府小学校、居武士小学校で行われ

ました。

子どもたちは 1 年生と一緒に工作や紙相

撲などを通して交流しながら、4 月から始ま

る小学校での生活に、期待で胸を膨らませ

ていました。

入学式は、各小学校ともに 4 月 7 日に行

われます。

オホーツク玉入れ選手権大会

第 22 回全日本玉入れ協会公認オホーツク玉入れ選手権

大会が、2月 8日に町スポーツセンターで開かれました。

訓子府町内をはじめ、北見市や美幌町などからも参加

し、一般の部 11 チーム、今回から新設されたファンクラ

スの部（初心者向け）5 チーム、計 90 人が熱戦を繰り広

げました。

一般の部では高さ 4 ｍ 12 ㎝のかごをめがけ、各チーム

4 人から 6 人の選手が 100 個の玉を投げ入れるタイムを競

い、会場内は熱気に包まれました。

一般の部では「ビホログリーンロケッツ」（美幌町）が

3連覇、ファンクラスの部では「なかざわ今日も入れます」

（北見市）が優勝しました。

熱戦を繰り広げる

姉妹まち・津野町から
交換留学生

訓子府町の姉妹まち・高知県津野町から、小学 6

年生 3 人の交換留学生と引率の葉山小学校長の熊岡

彰さんが 1月 31 日に来町しました。

来町したのは、葉山小学校の常石りあんさん、西

田結
ゆ い と

翔さん、久保浦綾
あ や ね

音さんです。

児童たちは訓子府の冬の一大イベント「さむさむ

まつり」に参加したり、居武士小学校のスケート授

業など冬の寒さを体験。受け入れ家庭から訓子府小

学校、居武士小学校に通学し、授業や遊びを通して

町民の皆さんとの交流を深め、たくさんの思い出を

胸に 2月 5日に離町しました。

訓小５年生「ふれあい体験学習」

訓子府小学校 5 年生 31 人が性教育の一環として、2

月 2日にひだまりでふれあい体験学習を行いました。

当日は乳幼児と保護者 11 組と交流し、赤ちゃんを

抱っこしたり、幼児とおもちゃで遊んだりしながら交

流しました。

参加した児童は「最初は緊張しましたが、赤ちゃん

を抱っこして優しい気持ちになれました。命の大切さ

を実感することができました」と笑顔で話していまし

た。

児童たちは乳幼児との交流を通して、性や命の大切

さについて考える機会となりました。

学校が楽しみ


